	第１１講

	対象者の霊的な状態を把握する(Ⅱコリ4:4,5)


１．無神論者

（1） 人間の問題(ルカ16:19-31)

（2） 根本問題(ロマ3:23,10)

（3） 罪の結果(ロマ6:23,エペ2:2)

（4） 解決策(ヨハ3:16)

（5） ヨハ1:12

２．確信のない人

（1） 滅びの状態とはどのようなことか(エペ2:1,2,6,7)

（2） 救いとは何か(エペ2:1,2,3,6)

（3） 霊的な人が味わう祝福(マタ16:13-19)

３．落胆した人

（1） 神様の存在(ヘブ11:6)

（2） 神様と同行する体験(箴3:5,6)

（3） 知らない理由(Ⅰコリ2:10-14)
（4） 祈り(使2:1-13)

（5） 神様を体験するならば(ヨハ1:12,マタ12:28，ヨハ14:26,27)

４．偶像崇拝者　(Ⅰコリ10:20)
５．悪霊に取り憑かれた人

（1） 始まり(創3:1-10)

（2） イエス様が来られた目的(Ⅰヨハ3:8)

（3） 信徒を召された目的(マル3:13-15)

（4） 解決策(ヨハ1:12,マタ12:28,29)

６．病気にかかった人

７．不治の病にかかった人
（1） 病気の始まり(創3:15-19)

（2） 病気の原因５つ

（3） 解決策

８．律法主義者

（1） 努力する信者

（2） 苦しみに会う信者

（3） 嘘をつく信者(Ⅰヨハ3:1-8)

（4） ２つの質問

９．仏教、他の宗教人

（1） 原罪とは何か？(創3:1-5,ヨハ8:44)

（2） すべての人は原罪を持った人である(ロマ3:23)

（3） すべての宗教人が罪の結果を見て悩み苦しむ。
（4） イエス様は人となって来られた神様

（5） 処女から誕生

１０．悪霊に取り憑かれた人(霊媒師)

（１）災いを受けるようになる(出20:4)

（２）苦難が溜まる(マタ12:43-45)

（３）いつも思い煩い(マル5:1-10,使16:16-18)

１１．カトリック

（１）偶像崇拝

（２）聖書を変更(黙22:18-19)

（３）原罪の否定(マリヤ無原罪説)

１２．異端

（１）イエス･キリストを否認

（２）悪魔の子どものまま
（３）行いを主張(Ⅰヨハ2:20-27)
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